
 別添様式 4-1 

介護職員初任者研修カリキュラム 

 特定非営利活動法人 かながわ福祉保健学院 

  かながわ福祉保健学院 介護職員初任者研修 一般通信コース 

1.職務の理解（6 時間） 

項目 時間数 講義内容及び演習の実施方法 

① 多様なサービス

の理解 

3 時間 ＜講義内容＞ 

・介護職が働くサービス現場にどのようなものがあるか、介護保険サービス（居宅・施設）とそれ以外（障害者（児）

サービス等）について理解する。 

＜演習内容＞ 

・介護現場の映像紹介を通し、介護サービスの内容を知る。 

② 介護職の仕事内

容や働く現場の

理解 

3 時間 

 

＜講義内容＞ 

・多様な居宅、施設サービス現場におけるそれぞれの仕事内容を理解する。講師による講義の他、様々な働く現場に

ついて視聴覚教材を活用して理解を深める。 

・ケアプランから始まるサービス提供にいたるまでの一連の流れ、チームアプローチ他職種との連携等、介護サービ

スの提供についてのイメージを持たせる。 

＜演習内容＞ 

・介護現場の映像紹介を通し、介護職への理解を深める。 

合計 6 時間  

2.介護における尊厳の保持・自立支援 （9 時間） 

項目 時間数 通学時間数 通信時間数 添削課題

番号 

講義内容及び演習の実施方法 

① 人権と尊厳を支

える介護 

6 時間  6 時間 

 

2-1 

2-2 

2-3 

2-4 

2-5 

2-6 

2-7 

2-8 

・次の項目について理解する。ア）人権と尊厳の保持 イ）QOL ウ）ノーマライ

ゼーション エ）身体拘束禁止 オ）虐待防止 カ）個人の権利を守る制度 

（通信添削課題のみ） 

② 自立に向けた介

護 

3 時間 1.5 時間 

 

1.5 時間 

 

2-9 

2-10 

 

＜講義内容＞ 

・自立支援・介護予防について事例を示しながら理解する。 

＜演習内容＞ 

・検討事例を示し、自立支援・介護予防という考え方に基づいたケアについてグル

ープワークを行う。 

＜通信課題の出題ポイント＞ 

・介護サービスにおける自立支援の考え方を理解する 

3.介護の基本（6 時間） 

① 介護職の役割、

専門性と多職種

との連携 

3 時間 3 時間 

 

 

  ＜講義内容＞ 

・各介護現場での介護職の役割を理解する。地域包括支援センター創設の背景から

チームアプローチの意味を理解する。 

・家族による介護と専門職による介護の相違点を挙げながら、介護の専門性を理解



する。 

・福祉・保健・医療分野の各専門職の業務内容や範囲を周知し、多職種連携の重要

性を理解する。 

＜演習内容＞ 

・多職種間での情報共有がどんなメリットをもたらすか事例を通し討議する。 

② 介護職の職業倫

理 

1 時間  

 

1 時間 3-1 

3-2 

・介護職の職業倫理の重要性を理解し、介護職が利用者や家族等と関わる際の留意

点を理解する。（通信添削課題のみ） 

③ 介護における安

全の確保とリス

クマネジメント 

1 時間  

 

1 時間 3-3 

3-4 

3-5 

3-6 

 

・生活支援の場で出会う典型的な事故や感染、介護における主要なリスクを理解す

る。 

・事故防止、感染防止対策、安全対策、ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ・分析の手法と視点・事故に至

った経緯の報告・情報の共有を学ぶ。（通信添削課題のみ） 

④ 介護職の安全 1 時間  

 

1 時間 3-7 

3-8 

・介護職に起こりやすい健康障害や受けやすいストレス、またそれらに対する健康

管理、ストレスマネジメントのあり方を理解する。（通信添削課題のみ） 

4.介護・福祉サービスの理解と医療との連携 （9 時間） 

① 介護保険制度 3 時間 3 時間 

 

  ＜講義内容＞ 

・介護保険制度創設の背景及び目的、動向を理解する。 

・仕組みの基礎的理解をする。 

・制度を支える財源、組織・団体の機能と役割を理解する。 

＜演習内容＞ 

・介護保険制度に関する資料収集をし、講義で学んだ内容の理解を深める。 

② 医療との連携と

リハビリテーシ

ョ ン （訪問 看

護・医行為） 

4 時間  

 

4 時間 4-1 

4-2 

4-3 

4-4 

4-5 

4-6 

4-7 

4-8 

・保健医療サービスと福祉サービスを同時に必要とするにあたり、サービスを相互

の連携の下、総合的・効果的に提供する仕組みを理解する。 

・介護職と医行為について理解する。 

・訪問看護について理解する。 

・施設における看護と介護の役割・連携を理解する。（通信添削課題のみ） 

・リハビリテーションの理念を理解する。 

・チームアプローチであるリハビリテーションの内容、種類を理解する。 

・リハビリテーションスタッフの役割と、介護職の役割の基本を理解する。 

（通信添削課題のみ） 

③ 障害福祉制度お

よびその他制度 

2 時間  

 

2 時間 4-9 

4-10 

4-11 

4-12 

4-13 

・障害者自立支援制度創設の背景及び目的、動向を理解する。 

・仕組みの基礎的理解をする。 

・制度を支える財源、組織・団体の機能と役割を理解する。 

・個人の権利を守る制度の概要を理解する。個人情報保護法、成年後見制度、日常

生活自立支援事業等（通信添削課題のみ） 

5.介護におけるコミュニケーション技術（6 時間） 

① 介護におけるコ

ミュニケーショ

ン 

3 時間 1.5 時間 

 

1.5 時間 

 

5-1 

5-2 

5-3 

 

＜講義内容＞ 

・介護におけるコミュニケーションの意義、目的、役割を理解する。 

・コミュニケーションの技法、道具を用いた言語的コミュニケーションを理解する。 

＜演習内容＞ 

・利用者・家族とのコミュニケーションについて事例を基にグループワークを行う。 

・利用者の状況・状態に応じたコミュニケーションについて事例を基にグループワ



ークを行う。 

＜通信課題の出題ポイント＞ 

・コミュニケーションの基本を理解し、利用者・家族との信頼関係の築き方を考え

理解する。 

② 介護におけるチ

ームのコミュニ

ケーション 

3 時間 1.5 時間 

 

1.5 時間 

 

5-4 

5-5 

5-6 

5-7 

＜講義内容＞ 

・記録における情報の共有化を理解する。 

・コミュニケーションを促す環境を理解する。 

＜演習内容＞ 

・報告、連絡、相談について事例を基にグループワークを行う。 

＜通信課題の出題ポイント＞ 

・記録・ケアカンファレンスを通しチームケアの重要性を理解する。 

6.老化の理解（6 時間） 

① 老化に伴うここ

ろとからだの変

化と日常 

3 時間 3 時間 

 

  ＜講義内容＞ 

・老年期の発達と老化に伴う心身の変化の特徴を理解する。 

・老化に伴う心身の機能の変化と日常生活への影響を理解する。 

＜演習内容＞ 

・身の回りで気づいた加齢に伴う症状を通し、理解を深める。 

② 高齢者と健康 3 時間  3 時間 

 

6-1 

6-2 

6-3 

6-4 

6-5 

6-6 

・高齢者の疾病と生活上の留意点を理解する。 

・高齢者に多い病気とその日常生活上の留意点を理解する。（通信添削課題のみ） 

7.認知症の理解（6 時間） 

① 認知症を取り巻

く状況 

1 時間  

 

1 時間 7-1 

7-2 

7-3 

・認知症ケアの理念を理解する。（通信添削課題のみ） 

② 医学的側面から

見た認知症の基

礎と健康管理 

1 時間  

 

1 時間 7-4 

7-5 

7-6 

・認知症の概念、認知症の原因疾患とその病態、原因疾患別ケアのポイント、健康

管理を理解する。（通信添削課題のみ） 

 

③ 認知症に伴うこ

ころとからだの

変化と日常生活 

3 時間 3 時間 

 

  ＜講義内容＞ 

・認知症の人の生活障害、心理・行動の特徴を理解する。 

・認知症の利用者への対応を理解する。 

＜演習内容＞ 

・資料映像を元にグループ討議を行い、対応の仕方の理解を深める。 

④ 家族への支援 1 時間  

 

1 時間 7-7 

7-8 

・認知症の受容過程での援助を理解する。 

・介護負担の軽減を理解する。（通信添削課題のみ） 

8.障害の理解（3 時間） 

① 障害の基礎的理

解 

1 時間  

 

1 時間 8-1 

8-2 

8-3 

・障害の概念と ICF を理解する。 

・障害者福祉の基本理念を理解する。（通信添削課題のみ） 

② 障害の医学的側 1 時間 1 時間   ＜講義内容＞ 



面、生活障害、

心理・行動の特

徴、かかわり支

援等の基礎知識 

 ・障害種別ごとに医学的側面、生活障害、心理・行動の特徴、かかわり支援等を理

解する。 

③ 家族の心理、か

かわり支援の理

解 

1 時間 0.5 時間 

 

0.5 時間 8-4 

8-5 

＜講義内容＞ 

・家族への支援を理解する。 

＜演習内容＞ 

・事例を基に家族へのかかわりを討議し理解を深める。 

＜通信課題の出題ポイント＞ 

・障害受容の考え方を理解する。 

9.こころとからだのしくみと生活支援技術（75 時間） 

① 介護の基本的な

考え方 

3 時間  

 

3 時間 9-1 

9-2 

9-3 

9-4 

・理論と法的根拠に基づく介護を理解する。（通信添削課題のみ） 

② 介護に関するこ

ころのしくみの

基礎的理解 

3.5 時間 

 

3.5 時間 

 

  ＜講義内容＞ 

・学習と記憶の基礎知識を理解する。 

・感情と意欲の基礎知識を理解する。 

・自己概念と生きがいを理解する。 

・老化や障害を受け入れる適応行動とその阻害要因を理解する。 

・こころの持ち方が行動に与える影響を理解する。 

・からだの状態がこころに与える影響を理解する。 

③ 介護に関するか

らだのしくみの

基礎的理解 

3.5 時間 

 

3.5 時間 

 

  ＜講義内容＞ 

・人体の各部の名称と動きに関する基礎知識を理解する。 

・骨・関節・筋に関する基礎知識、ボディメカニクスの活用を理解する。 

・中枢神経系と体性神経に関する基礎知識を理解する。 

・自律神経と内部器官に関する基礎知識を理解する。 

・こころとからだを一体的に捉える。 

・利用者の様子の普段との違いに気づく視点を理解する。 

・バイタルサインの重要性と観察や測定の方法を理解する。 

④ 生活と家事 4 時間 

 

0.5 時間 

 

3.5 時間 

 

9-5 

9-6 

9-7 

9-8 

9-9 

9-10 

＜講義内容＞ 

・家事と生活の理解、家事援助に関する基礎的知識と生活支援方法を理解する。 

＜演習内容＞ 

・掃除、洗濯の援助方法を討議する。 

＜通信課題の出題ポイント＞ 

・家事援助や買い物の方法、栄養について理解する。 

⑤ 快適な居住環境

整備と介護 

5 時間 

 

0.5 時間 

 

4.5 時間 9-11 

9-12 

9-13 

9-14 

9-15 

9-16 

＜講義内容＞ 

・快適な居住環境に関する基礎知識、高齢者・障害者特有の居住環境整備と福祉用

具に関する留意点と支援方法を理解する。 

＜演習内容＞ 

・家庭内に多い事故を考える。 

＜通信課題の出題ポイント＞ 



9-17 ・快適な居室内環境や、住宅各所の整備ポイントを理解する 

⑥ 整容に関連した

こころとからだ

のしくみと自立

に向けた介護 

7 時間 

 

7 時間 

 

 

  

 

＜講義内容＞ 

・整容に関する基礎知識、整容の支援技術を理解する。 

＜演習内容＞ 

・身体状況に合わせた衣服の選択、着脱 ・身じたく・整容行動 ・洗面の意義・

効果 

⑦ 移動・移乗に関

連したこころと

からだのしくみ

と自立に向けた

介護 

7 時間 

 

7 時間 

 

 

  

 

＜講義内容＞ 

・移動・移乗に関する基礎知識、さまざまな移動・移乗に関する用具とその活用方

法、利用者、介助者にとって負担の少ない移動・移乗を阻害するこころとからだの

要因の理解と支援方法、移動と社会参加の留意点と支援を理解する。 

＜演習内容＞ 

・利用者と介護者の双方が安全で安楽な方法 ・利用者の自然な動きの活用、残存

能力の活用・自立支援 

・重心・重力の働きの理解 ・ボディメカニクスの基本原理 ・移乗介助の具体的

な方法（車いすへの移乗の具体的な方法、全面介助でのベッド・車いす間の移乗、

全面介助での車いす・洋式トイレ間の移乗） 

・移動介助（車いす・歩行器・つえ等） ・褥瘡予防 ・体位交換・視覚障害者歩

行介助の演習 

⑧ 食事に関連した

こころとからだ

のしくみと自立

に向けた介護 

7 時間 

 

7 時間 

 

 

  

 

＜講義内容＞ 

・食事に関する基礎知識、食事環境の整備・食事に関連した用具・食器の活用方法

と食事形態とからだのしくみ、楽しい食事を阻害するこころとからだの要因の理解

と支援方法、食事と社会参加の留意点と支援を理解する。 

・口腔ケアの必要性を理解する。 

＜演習内容＞ 

・食事と姿勢 ・食事に関した福祉用具の活用と介助方法 ・口腔ケアの手順を理

解する。 

⑨ 入浴、清潔保持

に関連したここ

ろとからだのし

くみと自立に向

けた介護 

7 時間 

 

7 時間 

 

 

 

 ＜講義内容＞ 

・入浴、清潔保持に関連した基礎知識、さまざまな入浴用具と整容用具の活用方法、

楽しい入浴を阻害するこころとからだの要因の理解と支援方法を理解する。 

・全身浴の方法を理解する。 

＜演習内容＞ 

・羞恥心や遠慮への配慮 ・体調の確認 ・全身清拭（身体状況の確認、室内環境

の調整、使用物品の準備と使用方法、全身の拭き方、身体の支え方） ・目・鼻腔・

耳・爪の清潔方法・陰部清浄（臥床状態での方法） ・全身浴・足浴・手浴・洗髪 

⑩ 排泄に関連した

こころとからだ

のしくみと自立

に向けた介護 

7 時間 

 

7 時間 

 

 

 

 ＜講義内容＞ 

・排泄に関する基礎知識、さまざまな排泄環境整備と排泄用具の活用方法、爽快な

排泄を阻害するこころとからだの要因の理解と支援方法を理解する。 

＜演習内容＞ 

・プライバシーの確保 ・一部介助を要する利用者のトイレ介助の具体的方法 ・

便秘の予防（水分の摂取量保持、食事内容の工夫／繊維質の食物を多く取り入れる、

腹部マッサージ） 

・排泄関連用具（ポータブルトイレ・差し込み便器・尿器・紙オムツ）の使用方法

を学び、それらを使用した排泄介助の方法を理解する。 



⑪ 睡眠に関連した

こころとからだ

のしくみと自立

に向けた介護 

7 時間 

 

7 時間 

 

 

 

 ＜講義内容＞ 

・睡眠に関する基礎知識、さまざまな睡眠環境と用具の活用方法、快い睡眠を阻害

(そがい)するこころとからだの要因の理解と支援方法を理解する。 

＜演習内容＞ 

・ベッドメイキング・安眠のための介護の工夫 ・環境の整備（温度や湿度、光、

音、よく眠るための寝室）  

・安楽な姿勢・褥瘡予防 

⑫ 死にゆく人に関

したこころとか

らだのしくみと

終末期介護 

3 時間 3 時間   ＜講義内容＞ 

・終末期に関する基礎知識とこころとからだのしくみ、生から死への過程、「死」

に向き合うこころの理解、苦痛の少ない死への支援を理解する。 

＜演習内容＞ 

・講師の体験した事例を通し、利用者や家族に対する介護従事者の基本的態度を理

解する。 

⑬ 介護過程の基礎

的理解 

4 時間 

 

4 時間 

 

 

 

 ＜講義内容＞ 

・介護過程の目的を理解する。 

・介護過程とチームアプローチを理解する。 

＜演習内容＞ 

・個別援助計画、介護計画の内容及び書き方について理解する。 

⑭ 総合生活支援技

術演習 

7 時間 

 

＜講義内容＞ 

・生活の各場面での介護について、ある状態像の利用者を想定し、一連の生活支援を提供する流れの理解と技術の習

得、利用者の心身の状況にあわせた介護を提供する視点の習得を目指す。 

＜演習内容＞ 

・事例の提示→こころとからだの力が発揮できない要因の分析→適切な支援技術の検討→支援技術演習→支援技術の

課題（１事例 1.5 時間程度で上のサイクルを実施する） 

・事例は、片まひ、認知症の２事例を実施。 

10.振り返り（4 時間） 

① 振り返り 2 時間 ＜演習内容＞ 

・以下についてグループワークを行う。 

ア）研修を通じて学んだこと イ）今後継続して学ぶべきこと ウ）根拠に基づく介護についての要点 

② 就業への備えと

研修修了後にお

ける継続的な研

修 

2 時間 ＜講義内容＞ 

・継続的に学ぶべきことを理解する。 

・各介護事業所におけるキャリアパスについて理解する。 

＜演習内容＞ 

・研修終了後における継続的な研修について、具体的にイメージできるような事業所等における実例を紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 


